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DuMA ニュースレター                                   2020年 8月 3日 

緊急地震速報の誤報について 

 7月 30日午前 9時半すぎ、気象庁は関東や東海などの広い範囲で強い揺れが予想されるとして、緊

急地震速報を発表しました。しかし実際には揺れは観測されませんでした。気象庁は「誤報」だと記者

会見を行ないました。 

 実際にはどのような事から誤報となったのか、考察

を行うとともに、緊急地震速報の限界についても知っ

て頂ければと思います。 

 気象庁は 30日午前 9時 38分ごろ、房総半島南方

沖を震源とする地震があり、関東甲信越や東海、そ

れに福島県で震度 4 から震度 5 強程度の強い揺れ

が予想されるとして、緊急地震速報を発表しました。

右にお示しする図が気象庁が想定した震源位置★と

緊急地震速報が発表された地域です（震央： 

Epicenter, エピセンターと言います。地震学者として

は最近、この「エピセンター」という言葉がコロナ渦で

急にメジャーとなり、少し戸惑っています）。 

 

 

 気象庁の記者会見では、速報が出る前の午前 9時 36分ごろに、鳥島近海を震源とするマグニチュ

ード 5.8（現在は M6.0に改定されている）の地震が発生していました。気象庁は、この地震の揺れを八

丈島や三宅島等の観測点で観測した結果、震源を房総半島沖でマグニチュード 3.6から 3.9の地震が

発生したと判断したのです。実はこの点が今回の誤報で最も不可思議な点なのです。深い所で発生し

た地震の場合（深発地震）、P波（初動）の到着時間差があまり無いため、震源位置の推定が難しいの

ですが、今回の地震の場合、観測点配置が直線上であっても、震源がはるか南でかつ浅い地震なの

で、初動は必ず八丈島に先に到着し、その後、三宅島、伊豆大島となりますから、房総半島沖に震源位

置を誤って決定してしまうはずは無いのです。しかし誤った位置決定になった理由を推察しますと、例

えば波浪が大きく、伊豆諸島の地震計のノイズレベルが高かったため等が考えられます。このあたりの

説明は 2020年 8月２７日の情報でも詳しく説明しています。 

 

 その後、この震源（房総沖）から遠く離れた小笠原諸島の母島で大きな地震波が観測されました。とこ

ろが「房総半島南方沖」と最初に求めた震源位置が変更されていなかったため、システムは母島に大き

な地震波が届いているとすれば、より規模の大きい地震が起きていると推定してマグニチュードを 7.3 と

計算しなおし、今回の緊急地震速報が発表されました。次の図の✕が実際の震源位置でした。 
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緊急地震速報が深い所で発生した地震が苦手な理由 

 

 
誤って決定された震源★と実際の震源✕ 

図中の赤と黄色の四角が緊急地震速報を検知するための観測網 
伊豆小笠原諸島では観測点は島（陸地）だけとなっている 
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 このように緊急地震速報には限界がある事もぜひ理解して頂き、ある意味このような誤報を「訓練」とし

て活用するような社会になっていって欲しいと思っています。 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

今週は６月２２日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の

解析です。主にマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

今週お示しするのは７月３０日時点の L タイプ地下天気図と M タイプ地下天気図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず、前回の地下天気図と異なる点は、近畿・中国・四国地方で L タイプも M タイプも静穏化がかなり

顕著であるという事です。先週お示しした中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図では、近畿地方に

はあまり顕著な静穏化の異常は出現していません。これは１週間で状況が変化したのではなく、先週の

ニュースレターは、東日本大震災の影響をあまり受けていない地域のため、２００１年からの約２０年間の

地震活動のデータを使って解析しています。それに対し、今週の解析は東日本大震災以降の 2012年

からの地震活動のみ（つまり約８年半）を用いて解析しています。そのために先週の解析では、すでに

静穏化が終了しているのに対し、今週の解析ではまだ顕著な静穏化が残っているという判断となったの

です。どちらが正しいとか、間違っているという訳ではありません。 

 また紀伊半島沖の異常が M タイプのみで顕著です。これが先週お伝えした「紀伊半島南部では、こ

れまでに見た事が無い地震活動の異常」という意味で、串本周辺では、局地的な地震活動の活性化が

発生している事がわかりました。 

 さらに M タイプ地下天気図では、これまで襟裳岬周辺と表現しておりました静穏化の異常も見る事

が可能です。 
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最新のダッシュボード 

現在の地下天気図の異常をまとめてみました。 
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